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      第１に、犯罪少年法制と要保護少年法制を重畳的に適用しているフランス法の歴史と現在を提示す
ることにより、その主張が実際に存在しうるものであること立証する。その際、重畳的適用の実現の
カギとなっている、少年係判事の「二重係属実務」を手がかりにする。 
      第２に、現在の日本の実務を具体的に分析することにより、重畳的二元構造の提案の有用性を示す。
たとえば、児童自立支援施設の生かされ方の分析などである。 
       






      筆者の歴史的・包括的で手堅いフランス少年法分析と、択一的二元構造と重畳的二元構造という筆
者独自の視角の提示は、筆者の充分な研究力量を示すと同時に、本論文が、日本の少年法研究に、独
自の大きな貢献をなすことを意味している。 
 
 以上の理由から、審査委員は一致して、本論文が申請者に対して博士（法学）の称号を授与するこ
とに値するものであるとの結論に達した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
